第37回　施設処遇検討会議　議事録

H22.1.25　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・三浦とし子　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村文洋・小坂和子・木村春子・馬渕豊子・福士一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部S.G.M・上平ユリ子・兵藤拓明・末政絵美・竹内一貴)　　　　　　

記　録：馬渕　豊子

議題

１：吉田キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

２：助川隼人様　（青明舎利用者様）の処遇について

３：平　京子様　(青山荘入所者様)　の処遇について

１：吉田キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　

<問題点>

1 保護者様（長男）との関係修復

・定期的なお知らせ（青風荘たより）家族面談等）の他に今後の処遇等について面談が必要な事を案内していく。

・保護者としての立場を理解していただき、協力が得られるよう強い働きかけをしていく。長年疎遠であり、保護者である息子は子供当時の記憶から母親に対して恐怖的な感情（息子談）がある様子の為、当初はスタッフと保護者間で面談を実施していき徐々に本人と面会できるよう介入していく。

・本人は妹や姪とは連絡（電話）を取っている様子の為、場合によっては関係修復の協力依頼の打診をしてみる。

2 身体機能低下の傾向が見られる。（腕や腰の疼痛）

・年齢からくる身体老化や体重過多によって腕・腰に負担がかかり痛みに繋っている事を説明する。

・進行を防ぐために健康プログラムを通して勉強会や体操を継続していく。また、毎日短時間のストレッチ体操を習慣づけにしていく。

・間食の見直し（体重増加しやすい食品を控える。摂取時間、量）の必要性を指導していく。

・疼痛緩和のため、痛み止めの軟膏・湿布の使用を促していく。

〈評価〉

　　問題点①内容の進展を良好なものとする為、関係の良い妹様や姪様と清風荘スタッフも加わり家族関係修復と保護者様としての役割遂行の為、息子様(保護者)にも来荘して頂き立ち入り方に留意しながら家族調整を行う。

本人の所持している金銭内容の管理についても生活に必要な分だけを当座分として、後の金銭管理は　家族にも報告して管理してもらう方向性で勧める方法も考える。

　
２：助川隼人様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症

<問題点>

1 就労支援

・月1回の定期訪問を行い、訓練状況を確認。

・作業において、事業所ならびに本人より不安な面などが挙げられた際には、作業同行支援を行い、本人、または事業所への作業の仕方などをアドバイスする。

・1ヶ月のスパンで本人、事業所と目標の擦り合わせを行い、作業時間の延長や日数の拡大を検討していく。その際は、関係機関とのケース会議を予定。

・空笑などの精神症状が見られる時は状況確認を速やか行い、主治医へ報告する。その際は関係機関へも情報提供を行う。（みちのく記念病院・八戸保健所・パンションリヴィエラ・うみねこ幸房）

・不安な事や嫌な事に対し、欠席する傾向がある為、些細なことでも相談するよう説明する。また青明舎からでもアプローチを行っていく。

・これまで短時間でしか就労を行えずにいたため、飽きやすい。そのため、就労・訓練に当たっては、

こまめに振り返りを行い、スモールステップでの目標達成を図っていく。

2 生活支援

・相談せずに自己判断でサービス利用などを変更する事がある為、相談してから行うよう説明。または、機関で情報交換を行っていく。

・日中の余暇時間が多くなるため、嗜好品やゲーム、DVDなどの無駄遣いが多くなる危険がある。金銭管理が困難と判断した場合

　⇒生活保護受給後に必要な生活費を細かく挙げ、金銭使途と額について具体的な金額を出し本人と確認する。また、小遣い帳の記入も検討する。

⇒日中活動の検討

〈評価〉

　　これまでの職歴から長く継続できていないことに不安もあるが、現在の就労支援（訓練状況）が良好に継続されていることは評価する。これから先、どのくらいまでの目標や達成感を本人がどれだけ希望しているのかを、現実性に立ち返り本人主体で置き換えて捉えつつ現状把握を行う。

そして現在の生活レベルで出来ている事と今後、今までとは違う長期目標設定を掲げた際に十分に課題をこなしていけるかどうかを見極めて現状に即した支援計画を検討する。

　

３：平　京子様(青山荘入所者様)　の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：脂質代謝異常症

<問題点>

1 不調時、危機的状況時の訴え（継続）

・何かあった際は、すぐに自己判断せず、職員や周囲の人に相談したうえで対処方法を考えること。主治医にも相談し、指示を仰ぐよう伝えていく。

・負傷や危機的状況を放置した場合、どうなるかを具体的に説明し、対処検討能力を高める。

・対処方法について、病状悪化時や負傷時等パターンを考え個別SSTを行う。

・負傷時には定期的に本人の様子を観察し、状態を把握しておく。

・早期発見できるように注意して観察していく。

②食生活の見直し

・当面は現在の食事形態を継続し、経過観察していく。主治医の確認を取り、可能であれば自炊訓練を再開する。

・今後の生活では、必然的に自炊が必要になる事を踏まえ、バランスの良い食事作りについて個別学習を取り入れる。

・間食についても現在の意識を維持できるよう本人の食生活を確認しながら必要時、介入する。
〈評価〉

　　退所期限が間近いということもあり、本人の前向きな気持ちは評価する。　　　　　　　　　　
問題点①の対処方法で自己判断が優先されがちで聞き入れ難く頑固な面が見られる。病識や病状変化の自覚や理解も十分にされてないこともあるので根気良く伝えていく。

脂質代謝異常症の改善が健康維持のためには必要でこれまでの食生活を見直す。

食生活に関することは当面、特食をメインに継続し、改善と管理が必要である事をきちんと理解するように指導と促しを行う。

①、②の問題点も繰り返し伝え促すことで、改善しようとする兆しの場面もあるので、自立生活に向けて必要な事であることをかみくだき再度伝え理解を促す。

　　

　







